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奈
良
家
の
中
野
人
形

　
京
都
伏
見
系
の
流
れ
を
く
む
奈
良
家
の
「
中
野
人
形
」
は
、
教

訓
説
話
物
や
風
俗
物
な
ど
を
中
心
に
約
百
数
十
種
類
余
り
が
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
型
の
童
子
も
の
が
多
く
、
可
愛
ら
し
い
表
情

は
見
る
者
を
和
ま
せ
ま
す
。

▲抱き熊金太郎 ▲ふぐ乗り大黒▲だるま恵比須

　
北
信
州
に
春
を
呼
ぶ「
中
野
ひ
な
市
」。
毎
年
、中
野
土
人
形（
中
野
人
形
・
立
ヶ
花
人
形
）

の
即
売
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
長
蛇
の
列
を
作
り
ま
す
。

　
中
野
土
人
形
は
「
土
び
な
」
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
流
入
経

路
も
特
徴
も
異
な
る
２
つ
の
系
統
の
土
人
形
が
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在
も
同
一

地
域
で
作
ら
れ
て
い
る
例
は
全
国
を
見
て
も
類
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

～
北
信
州
の
春
の
風
物
詩
～

中
野
ひ
な
市

特集

奈良家五代目　奈
な ら

良久
ひ さ お

雄さん

奈良家六代目　奈
な ら

良由
ゆ き お

起夫さん

１_これまでに二度、年賀切手の図
柄に採用されている中野人形。昭和
56 年には「豊年どり」（左）、平成
27 年には「ひつじ」（右）が採用さ
れた。
２_２月１３日、奈良家六代目・由起
夫さんが新作の土人形「中山晋平」
（左）と「高野辰之」（右）を市に寄贈。
「中野市にゆかりがある人形を」と由
起夫さんが型から制作。ふっくらした
シルエットで雰囲気がとても良く出てい
るこの人形は、市役所、中山晋平記
念館、高野辰之記念館、日本土人形
資料館に展示中。中野ひな市の展示
即売会にも出品される予定。

１

２
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▲関羽▲政岡▲八重垣姫

西
原
家
の
立
ヶ
花
人
形

　
愛
知
三
河
系
の
流
れ
を
く
む
西
原
家
の
「
立
ヶ
花
人
形
」
は
、

歌
舞
伎
物
が
多
く
、
現
在
50
種
類
余
り
が
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
武
者
物
は
、
い
か
に
も
強
そ
う
な
表
情
で
、
人
の
心
を
引
き
つ

け
ま
す
。

西原家五代目　西
に し は ら

原久
く み え

美江さん

中
野
土
人
形
の
歩
み

◆
文
化
年
間
（
１
８
０
０
年

代
前
半
）　

行
商
人
で
あ

っ
た
奈
良
家
初
代
・
栄え

い
き
ち吉

が
京
都
伏
見
か
ら
人
形
型

を
持
ち
帰
り
、
伏
見
の
人

形
師
夫
妻
を
中
野
に
移
住

さ
せ
る
。
伏
見
人
形
の
製

法
を
習
い
、
中
野
ひ
な
市

で
土
人
形
を
販
売
。

◆
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年

太
陽
暦
の
実
施
に
伴
う
太

政
官
布
告
に
よ
り
五
節
句

が
廃
止
に
。
中
野
の
ひ
な

市
も
中
断
。

◆
明
治
１０
（
１
８
７
７
）
年

ご
ろ
　
奈
良
家
二
代
目
・

豊と
よ
き
ち吉
や
中
町
天
龍
屋
商
店

が
協
力
し
、
ひ
な
市
が
復

活
。

◆
明
治
３５
（
１
９
０
２
）
年

ご
ろ
　
安
源
寺
で
屋
根
瓦

を
焼
い
て
い
た
西
原
家
初

代
・
己
之
作
が
、三
河
（
愛

知
）
の
瓦
職
人
・
斉さ

い
と
う藤

梅う
め
さ
ぶ
ろ
う

三
郎
の
指
導
で
冬
期
の

副
業
と
し
て
土
人
形
づ
く

り
を
始
め
る
。

《
参
考
文
献
》
日
本
土
人
形
資
料
館
発
行
「
中
野
の
土
人
形
」

◆
昭
和
１７
（
１
９
４
２
）
年

ご
ろ
　
戦
争
に
よ
り
材
料

難
と
な
り
、
ひ
な
市
か
ら

土
人
形
が
姿
を
消
す
。
人

形
制
作
は
中
断
。

◆
昭
和
３２
（
１
９
５
７
）
年

奈
良
家
四
代
目
・
政ま

さ

じ治
が

土
人
形
制
作
を
再
開
。
作

品
は
主
に
東
京
で
販
売
さ

れ
る
。

◆
昭
和
３4
（
１
９
５
９
）
年

奈
良
家
五
代
目
・
久
雄
の

大
物
（
ふ
ぐ
乗
り
大
黒
な

ど
）
が
、
ひ
な
市
に
出
品

さ
れ
完
売
。

◆
昭
和
4６
（
１
９
７
１
）
年

西
原
家
三
代
目
・
袈け

さ

よ

し

裟
慶

が
立
ヶ
花
人
形
を
40
年
ぶ

り
に
復
活
。
翌
年
か
ら
ひ

な
市
へ
出
品
。

◆
平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年

中
野
人
形
の
技
法
が
、
中

野
市
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
。

◆
平
成
２０
（
２
０
０
８
）
年

奈
良
家
六
代
目
・
由
起
夫

が
土
人
形
の
制
作
を
始
め

る
。

１

２

１_西原家では初代・己
み の さ く

之作の頃に
内
だ い り び な

裏雛が作られていたが、昭和初期
までに型が紛失。惜しまれる状況が
続いていた。土人形ファンからの長
年の要望に応え、昨年、五代目・久
美江さんが型を新たに制作。今年の
新作として中野ひな市の展示即売会
にも出品される。
２_切れ長の目、鮮やかな色彩が立ヶ
花人形の特徴。着物の模様は久美江
さんが丁寧にデッサンして描いたこ
だわりの仕上がり。


